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１．はじめに 

近年，世界中でクルーズ船の寄港回数が増加しており，日本へのクルーズ船の寄港回数も増加している． 

2017 年 1 月，国交省の発表によると，日本への大型クルーズ客船の寄港回数は，前年比 38.8％増の 2,018 回と

なり，過去最多の記録となっている 1)．我が国へのクルーズ船の寄港回数の推移を図-1 に示す．特に外国船社

の寄港回数が急増している．今後，日本へのクルーズ船の寄港回数はさらに増加することが考えられる． 

一方で図-2 に示すように，ここ数年の日本人のクルーズ利用者数はほぼ横ばいとなっている 2)．日本人はク

ルーズに対して，お金がかかることや時間がないなど，ネガティブなイメージをもっていることが原因である

と考えられる．そこで，日本の生活スタイルに合ったクルーズのプランを検討する必要がある． 

２．既往研究と本研究の目的 

クルーズ旅客の観光における研究は多くされている．藤生ら 3）により，平成 26 年度に金沢港に来航した

クルーズ乗船客を対象として，アンケート調査や GPS ロガー・小型カメラを用いた調査がされており，それ

らの分析が行われている．  

クルーズ船の寄港パターンの分析やクルーズ需要の実態を分析した事例もある．川崎ら 4）により，内航ク

ルーズ船の寄港パターン分析がされている．ある寄港地から次の寄港地を選択する際に，距離が長い寄港地

の選択確率が低いことを明らかにしている．池田ら 5) は，料金，期間，船酔い指標，クルーズの認知度を説

明変数に採用して，日本におけるクルーズ客船の需要予測手法を提案し，大型クルーズ客船の就航可能性に

ついて分析している．小島 6) は，クルーズ観光誘致に向けた港の新たな整備の方針，及び必要条件等を整理

している．  

しかし，数あるクルーズでの旅行プランから一つのプランを選択する際の選択要因に関する研究はほとん

どされていない．そこで本研究では，金沢港に寄港したクルーズ乗船客を対象に，SP 調査を実施し，クルー

ズ船での旅行を選択する際に考慮する，選択要因に関して分析を行った．本研究によって，日本人に好まれ

るクルーズプランを明らかにすることで，今後の日本におけるクルーズ利用者数の増加につながると考えら

れる． 
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図-1 クルーズ船の寄港回数の推移 1) 図-2 日本のクルーズ船の利用者数の推移 2) 
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図-3 日数                    図-4 寄港エリア 

    

        図-5 クルーズの価格              図-6 クルーズの寄港地数 

３．本研究での調査概要 

本研究では，2016 年 8 月，9 月に金沢港へ寄港したコスタ・ビクトリアの乗船客を対象に，SP 調査を実施

した．下船時にアンケートを配布し，後日郵送での回収とした．アンケートは A3 の 2 枚構成で，1 枚目では

性別，年齢，職業，年収など個人属性や金沢の観光行動に関しての質問を行っている． 

2 枚目の SP 調査は，「日数」，「価格」，「寄港地数」，「日本語のコミュニケーションの容易性」，「寄港エリア」

の要因に対して，それぞれの要因に対し 3 つの水準を与え，直交表を用いて 9 つの選択肢を作成した．  

４．数量化 II 類による SP 調査の分析結果 

アンケートでは，9 つの選択肢の中から 1 位から 3 位まで順位付けの回答をいただいた．今回，1 位と回答

された選択肢を数量化 II 類により，分析を行った．目的変数を「日数」，「価格」，「寄港地数」，「寄港エリア」

とし，それぞれの目的変数に対して説明変数を「性別」，「年齢」，「職業」，「年収」と 4 つにした．この結果を

図-3 から図-6 に示す．目的変数と各カテゴリーとの距離が近い程，お互いに影響しているといえる． 

寄港地数では，目的変数「寄港地数 8」に「無職」，「750～1000 万円」のカテゴリーが近かったことから寄

港地数が多くなるほど時間やお金に余裕がある人が好むことがわかった．また，寄港エリアでは「国内のみ」

であること，価格では安価のプランより高価なプランを選択している傾向がみられた． 

５．まとめと今後の課題 

 今回，クルーズ乗船客を対象とした SP 調査の実施により，「日数」，「価格」，「寄港地数」，「寄港エリア」の

それぞれにおいて，どのような属性の乗船者がどのようなクルーズを好むか分析した． 

今回は基礎的な分析に留まっているため，今回のアンケート調査で得られた結果から，今後詳細な分析をし，

クルーズ旅行の選択モデルの構築を行う． 
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